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４月例会
2021年（令和3年）

日時：4月17日（土）14時より
講師：日本女子大学　内山加奈枝
題目：「文化」としての少女の病
　　　̶̶　　　　　　　　にみられるフロイト受容から考える̶̶
司会：千葉大学　佐藤宗子

５月例会
日時：5月15日（土）14時より
講師：東北公益文科大学　呉衛峰
題目：現代中国語圏短詩型における俳句の影響について
司会：日本大学　呉川

７月例会
日時：7月17日（土）14時より
講師：日本大学（元教授）　福島昇
題目：トニ・モリスン『青い眼がほしい』におけるシェイクスピア
　　　『ハムレット』表象の変遷̶̶オフィーリアとピコーラの関
　　　係を中心に̶̶
司会：東京大学（名誉教授）　井上健

９月例会
日時：9月18日（土）14時より
講師：立教大学（非常勤）　小倉康寛　
題目：『悪の花』におけるアルス・コンビナトリア
司会：日本大学　椎名正博

４月・５月・７月・９月例会案内
支部活動の今後に関して
例会要旨等
東京支部短信

1.

6 - 7.

2 - 3.

4 - 5.

第１回幹事会
2021年7月例会後、オンラインにて開催します。
（幹事会構成員は、幹事、支部長、事務局長、各
種委員会委員長、会計、会計監査です）

2021年4月、5月、および9月例会終了後、7月は
13時より、オンラインにて開催します。（役員
連絡会の構成員は支部長、事務局長、会計を含む
事務局委員、各種委員会委員長です。委員会の委
員、幹事は含まれませんが、陪席を歓迎します）

Girl, Interrupted
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2021 年３月 15 日

支部活動の今後に関して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京支部　支部長　佐藤宗子

　2021 年に入りましたが、昨年よりのコロナ禍は、2 月現在、首都圏
は緊急事態宣言下にあるなど、一向に終息の気配が見えません。
　そのような状況にある中で、東京支部では 2020 年度の活動がほぼ全
面的に休止となりました。支部役員選挙と支部総会をオンラインで実施
し、ニューズレターを発行し、『研究報告』の投稿募集を締め切り延長
で行ったほかは、例会・大会がすべて実施できませんでした。支部会員
の皆様には、停滞していることをお詫び申し上げます。
　この間、活動の方向性としてオンライン化を検討してきました。他支
部に比べて、支部会員数が極めて多いことを考えると、手順や方法など
を慎重に考えざるを得なかったことも遅くなった一因です。そして、新
年度に向けて、以下のような方針を幹事会に諮り、賛同を得ることがで
きました。支部会員の皆様にお知らせし、記憶にとどめていただきたく
思います。

1　2021 年度例会および大会を、オンライン開催とする。
2　従来、紙媒体で発行していたニューズレターは、129 号を最後とす
る。ニューズレターが果たしていた会員向け連絡・案内の機能は、
基本的に、ホームページの更新と支部会員一斉メール通知により代
替させることとする。なお、必要があれば葉書等による連絡を行う
ことはある。

3　2021 年度の支部大会は、10月 16日（土）開催予定とする。
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　なお、オンライン開催の方法は、Zoom 契約を念頭に置いていますが、
これについては予算を伴うことでもあり、３月幹事会で諮り、その後、
利用の仕方については周知することになります。また、ニューズレター
129 号の発送業務は、現今の状況に鑑み、印刷所に委託しての発送とな
ります。年度替わりに差し掛かる時期ですが、連絡先の変更がある方は、
なるべく早めに事務局にご連絡ください。
　また、上記の２に関連し、改めてご自身のメールアドレスを事務局に
通知してあるか、ご確認ください。今後は、メールアドレス宛に一斉メー
ルで連絡をいたします。従来のニューズレターに掲載されていた例会や
大会の案内、研究発表の要旨、あるいは予定の変更などは、すべてメー
ルによる連絡となります。流動的な状況に対応していくためには必要な
こととご理解くださるよう、お願いいたします。
　2021 年度からは、例会もオンラインで再開します。支部大会も秋に
予定されています。皆様の活動への積極的な参加を、心よりお待ちして
おります。
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４ 月 例 会 発 表 要 旨
ボードレールにおける彫刻と自意識

立教大学（非常勤）　小倉康寛

　フランス象徴派は詩と諸芸術との越境を好んだ。J.-N. イルーズの『象徴主義』（Le Symbolisme, 2004）によれば、その始点は、シャルル・ボ

ードレール（Charles Baudelaire, 1821-1867）の詩篇「灯台」（? Les Phares ?, 1857, 1861）であった。だが彼にとって「越境」は、どの

ような動機があったのか。疑問が残るのは彫刻である。「灯台」は各節で芸術家を寸評していく。この中で、彼は彫刻家としてピュジェをあげる。

だが著述全体におけるピュジェの言及はこれを含めて、二度に過ぎなかった。さらに彼は美術批評『1846年のサロン』（Salon de 1846, 1846）で、

彫刻全般を「退屈」ennuyeux と断じた。

　以上はロマン派が絵画を特権化し、彫刻を軽視したことに重なる。しかし1840年代から1850年代特有の問題も忘れてはならない。この時期、

時代を背負う彫刻家が存在しなかった。つまり、ロダンもカルポーもおらず、バロック期のピュジェに遡らなければならないほどであった。

C. ハムリックは ? ennuyeux ? が「低迷」の意ではなったかと問う。疑問はまだある。彼は美術批評で冷淡な態度を取ったにもかかわらず、

詩篇で、女のモチーフを彫像に多くなぞらえた。阿部良雄が示唆したように、彫刻をめぐる矛盾には、好みの問題や、ロマン派の流れを超えた、

詩人の悩みがあったのではないか。

　本発表の起点は、『悪の花』（Les Fleurs du mal, 初版 ; 1857, 第二版 ; 1861）で、ボードレールが、生きた女を彫刻化したことである。神

話のピグマリオン王は彫刻を生きた女にしたとすれば、彼は逆をしている。石の女と寝るのは、男もつらい ??。かつて J.-P. サルトルは、彫

刻的な女と詩の語り手との暴力をともなう情愛を、ブルジョワ的なマゾヒズムと嘲罵した。だが『悪の花』は 1843 年から、幾度も推敲を重ね

た詩集である。本発表は彫刻家の労苦を描いた「芸術家たちの死」（ ? La Mort des artistes ?, 1851, 1857, 1861）を生成研究の手法で論じる。

ここを軸に、情欲と美との分割など、拙著『ボードレールの自己演出』（2019）でも示した作家的主体の段階的な変化を示していく。

日本児童文学界におけるマルシャーク作品の受容

早稲田大学（非常勤）　南平かおり

　1920 年代から 30 年代はソ連の絵本の黄金期と言われている。この時代の革新的な絵本の創作活動を牽引したのは、画家のウラジーミル・

レーベジェフ（1891-1967）とコンビを組み、数々の作品を世に送り出した詩人、劇作家、児童文学者のサムイル・マルシャーク

（1887-1964）である。　

　日本では、マルシャークの作品はどのように紹介されたのだろうか。

　日本の児童文学界において、マルシャークの作品が広く知られるきかっけになったのは、絵本ではなく、1953 年に岩波少年文庫の 1 冊とし

て刊行された湯浅芳子訳の戯曲『森は生きている（ロシア語の原題は「12 の月」）』だと考えられてきた。例えば、マルシャーク生誕 100 年を

記念して日本で発行された冊子『マルシャークと子どもたち』には「日本で翻訳出版された作品リスト」が発行年順に掲載されているが、最初

に挙げられているのがこの作品だ。マルシャークは絵本創作の後、戯曲の主な作品を世に出したのだが、日本ではまず彼の後年の作である『森

は生きている』に注目が集まり、その後「アイスクリーム」や「しずかなおはなし」などの絵本が邦訳されて日本の子どもたちにも親しまれる

ようになったと一般的に理解されてきた。つまり、彼の創作活動の歴史を顧みると逆の流れになっているのだ。

　しかし近年、1930 年代にマルシャークの絵本がすでに日本で紹介されていたことが美術評論家の研究により明らかになり、発表者は日本に

おけるマルシャークの作品について改めて検討する必要性を感じている。

　マルシャークの作品がそれぞれの年代でどのように翻訳、紹介されたのか。本発表では、マルシャーク作品の邦訳の歴史を整理し、当時の児

童文学界がおかれていた状況を考察しながら、マルシャークの日本児童文学界における受容について論じたい。

「文化」としての少女の病
——Girl, Interrupted にみられるフロイト受容から考える——

日本女子大学　内山加奈枝

現代中国語圏短詩型における俳句の影響について
東北公益文科大学　呉衛峰

　スザンナ・ケイセン（Susanna Kaysen 1948-) のGirl, Interrupted  (1993）は、ヴェトナム戦争に揺れる 60
年代後半、2 年にわたり精神病棟で過ごした自身の体験を、25 年の歳月を経て記した回想録である。本作は、
白人中産階級の少女が精神を病むという文脈において、シルヴィア・プラス（Sylvia Plath, 1932-63）のThe 
Bell Jar（1963）の系譜をひく思春期文学であり、20 世紀最後の年、ジェームズ・マンゴールド監督により同
名タイトルにて映画化された。
　回想録では、ケイセン自らの疑念――入退院に際しての医学的根拠の曖昧さ――が一貫して問われ、個人の体
験であるはずの病が、女性と狂気を結びつける近代医療によって均一化される過程が示される。一方、映画では、
ケイセンのフェミニスト的体制批判は影を潜め、少女が集団生活を通して病から脱していく成長物語に書きかえ
られている。また、原作にみられるフロイトの精神分析や近親相姦のタブーに関する言及は、誇張される形で映
画に取りこまれ、アメリカにおけるフロイト受容の大衆化を顕著に反映している。おりしも、ケイセンの回想録
が出版され、映画化された 90 年代は、幼少期に性的虐待を受けたという（偽りの）記憶を、セラピーの誘導に
より取り戻した娘が父親を告発する訴訟が多発した。そうした社会現象を反映するかのように、映画では、病を
語る少女こそが、ある種の魅力を放つ存在として描かれる。
　本発表では、ケイセンの回想録、映画化作品を中心に、同時代の少女文学、精神医療の言説を参照しながら、
フロイトが放棄した誘惑理論が 20 世紀後半のアメリカで再熱した要因を考察するとともに、個別に発症する病
が集団的病理（少女が病む文化）として形成されていく過程を示したい。

　中国語現代詩における俳句の影響については、1920 年前後の「小詩運動」以降の長い空白を経て、中国本土
では 1980 年に始まった「漢俳」および台湾における 1990 年前後の「俳句ブーム」をその端緒と見てよかろう。
 「漢俳」のような日本伝統俳句の移植が実践される一方、いわゆる「俳句的瞬間」、つまり俳句の詩的精神のみ
に着目し、中国語現代詩に取り入れる試みも存在する。
　1987 年の戒厳令解除から間もなくの 1990 年前後から、台湾では俳句ブームが興ったのを受け、当時まで散
発的だった台湾や東南アジアの短詩型中国語詩が多くの詩人に実験されるようになった。台湾の詩人・芸術家の
陳黎（1954 －）による『小宇宙――現代俳句一百首』（1993 年）、『小宇宙Ⅱ――現代俳句一百首』（2006 年）、『小
宇宙＆変奏――現代俳句 266 首』（2016 年）の無題三行詩がその代表である。
　2000 年以降、台湾と東南アジアの華人圏では短詩型現代詩が様々な定義と形式に則って絶えず実践されてき
た。2015 年、中国本土で流行り出した四行以内の無題短詩型「截句」が、「俳句美学に基づき、瞬間的観照を
切り取る（中国語：截）」ことを標榜して反響を呼び、翌 2016 年十九部の「截句詩叢」が出版されるや、対岸
の台湾では白霊（1951 －）らが中心となる台湾詩学季刊社が 2017 年、十五部の「截句詩集」を詩社成立 25
年記念として出版した。
　「現代俳句」にせよ、「閃小詩」にせよ、「截句」にせよ、おおかたモダニズムの詩的手法を用いた短詩型であり、
内容も多岐に渡る。政治的理由で欧米と比べてかなり出遅れたとの印象はぬぐいがたく、日本俳句への誤解も
多々あるが、世界文学という視点から見れば、最短詩型としての俳句の文学理念がグローバル的拡散の中で如何
に受け入れられ、変形させられたかを考察する好材料となるに違いない。

５ 月 例 会 発 表 要 旨
特集：「反米」が腐食する時代

̶反米・嫌米・離米̶

東京大学　遠藤泰生、同　安岡治子

　反英、反独、反中など、ある特定の国の名に「反」という語を付けて、その国が象徴する文化や時流を批判、侮蔑する例は、世界史上幾つも

存在する。けれども、その言葉が語られた空間的なひろがりと、時間的なひろがりにおいて、「反米」ほど多くの国々で人々の口にのぼった言

葉はない。少なくともアメリカ合衆国が誕生した後の時代においてはそう言えよう。しかし、その言葉の精確な意味を掴むことは思ったよりも

難しい。例えば、ある者はアメリカ合衆国がよって立つ社会原理への批判を「反米」と総称し、またある者は現代国際政治におけるアメリカ合

衆国への批判を「反米」と捉える。「反米」に一定の知的体系が備わっていると考える論者は「反米主義」という言葉でその構造を把握しようと試み、

一過性の時事問題としてしか「反米」を捉えない者は、「反米運動」といった動的イメージを付してその運動の概形を議論する。曖昧模糊とし

て理解の共有が難しいそうした「反米」を口にしながら、つまるところ世界の人々はいったい何を語ってきたのか、あるいは語ろうとしてきた

のか。　

　以上の問題関心から、本報告では二つの国に便宜上焦点をあて、ふわふわと雰囲気のように浮遊する、しかしそれでいて決して途切れること

無く漂い続ける「反米」意識の捕捉と、その意味の読解を試みる。まず遠藤は、現代日本の文芸・社会思潮における「反米」のひろがりにあら

ためて焦点をあて、とくに、世界でも例外的に親米と称される日本社会が「反米」の言説をかくも自然に受容してきたことの意味を考える。近

年刊行された大衆娯楽小説の世界にも頻出する侮米・離米の意味も合わせて議論したい。一方で安岡は、20 世紀の初頭以来、アメリカ合衆国

の対抗軸としてその存在を内外に顕示してきたソヴィエト連邦・ロシアにおいて、愛憎半ばする対米意識が育んだ文芸・社会思潮における「反

米」の流れを確認し、アメリカ合衆国の実態とは必ずしも重ならない「アメリカ」を内外の知識人が論ずることの意味を再考する。1920 年代

の作家プラトーノフの SF 小説に見られるアメリカ文明へのアンビヴァレントな眼差し、ソ連崩壊後に台頭した新ユーラシア主義の鏡像として

のアメリカ理解などが議論の遡上に登る。

　総じて現代は「反米」が腐食し始めている時代かもしれない。共生の代償として活気づいた「反米」が覇権の黄昏を予示しているようにも見

えるからである。20 世紀の宿痾として文芸・社会思潮に輝きを放った「反米」は、しだいにその光を失うのだろうか。「カモン・ベイビー・ア

メリカ♪」と明るく踊る日本の現在を問いながら報告を行いたい。
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の作家プラトーノフの SF 小説に見られるアメリカ文明へのアンビヴァレントな眼差し、ソ連崩壊後に台頭した新ユーラシア主義の鏡像として

のアメリカ理解などが議論の遡上に登る。

　総じて現代は「反米」が腐食し始めている時代かもしれない。共生の代償として活気づいた「反米」が覇権の黄昏を予示しているようにも見

えるからである。20 世紀の宿痾として文芸・社会思潮に輝きを放った「反米」は、しだいにその光を失うのだろうか。「カモン・ベイビー・ア

メリカ♪」と明るく踊る日本の現在を問いながら報告を行いたい。

７ 月 例 会 発 表 要 旨
北村透谷と陶淵明における「故郷」概念の比較研究

東京外国語大学（院）　陳璐

　明治時代の知識人が一般的に備えていた漢文の教養を、北村透谷（1868-1894）もまた備えていた。東洋的要素は、彼の漢詩に限らず、さ

まざまな詩作品から評論文に至るまで色濃く顕れている。しかし、北村透谷研究史上において、数多くの論は、キリスト教入信、西洋文学から

の影響などを視座にしてきて、東洋との関連性は、特定の作品や老荘思想など伝統的思想との類似に限定されがちで、十分検討されてきたとは

言い難い。

　東洋との関係の中で、最も見過ごすことができないのは、陶淵明（365-427）が無弦の琴を愛撫して心の中で演奏を楽しんだという有名な故

事に由来する「無絃の大琴」という言葉を、北村透谷が自身の内なる精神の神髄をなすものとして文章に表出していることである。透谷がこの

言葉で「無絃の大琴懸けて宇宙の中央にあり」（『万物の声と詩人』1893）と宇宙の至理を表象したところから、従来多く論じられてきたキリ

スト教者としての透谷とは異質な透谷像が浮かびあがってくる。

　「昨日は淵明が食を乞ふの詩を読みて、その清節の高に服し、今夜は惨憺たる実聞をものとし、思はず袖を湿らしけり」（北村透谷『鬼心非鬼心』

1892）と記されているように、透谷が陶淵明を読んでいた事実は複数の文献から明らかである。陶淵明が無弦の琴を弾いたという有名な故事

は『菜根譚』にも収録されており、星野天知の回想録に「或年、小石川後楽園で学校の親睦会があった。その伯夷斎堂に瞑想孤坐する私を見出

して透谷が小冊子を渡した。それは菜根譚であった。」（星野天知『黙歩七十年』1938）と記されているように、透谷は『菜根譚』も愛読していた。

　本研究は、まず「無絃の大琴」という言葉に着目し、桃源郷を「故郷」とし隠遁生活の中で無弦の琴を弾く陶淵明に対し、透谷は「無絃の大琴」

が象徴する想世界としての「故郷」を、人間が生命を更新し詩人に生まれ変わる場所として捉えていたことを確認する。さらに、陶淵明と透谷に

おける「故郷」概念の相違を踏まえて、透谷が如何にして東洋の伝統的要素を越えようとし、そのエネルギーを果敢な言語実践として燃焼させ、

彼の詩業に結実させたかを実証する。

21世紀日本のシェイクスピア・アダプテーション

駒沢女子大学　松山響子

　「シェイクスピア」の作品は、現在でも英語圏の文学テクストの代表として、あるいは英国文学の代表として取り扱われることが多い。そも

そも戯曲であるシェイクスピアの作品はイギリス本国を含め、英語の影響力が及ぶ範囲の地域において絶え間なく上演されている。日本もその

例外ではない。日本におけるシェイクスピアの初演は『ヴェニスの商人』を『何桜彼桜銭世中 ( さくらどきぜにのよのなか ) 』として翻案した

ものである。その後も小説やその他のジャンルへの書き換えや潤色、翻案というアダプテーションは絶えず行われている。

　21 世紀になってもこの伝統は変わることはなく、シェイクスピアのマンガ化は英語圏に輸入され Manga Shakespeare というシリーズとな

り、シェイクスピア上演を恒常的に行う劇場などではお土産として堂々と売られている。最近の日本では、ライトノベルのジャンルでは吉村り

りかの『恋するシェイクスピア』シリーズやあまおう紅の『恋縛　ロミオとジュリエット異聞』などがあり、マンガでは藤中千聖の『シェイク

スピアのお気に召すまま』や、枢やなの『黒執事』、城平京の『絶園のテンペスト』、菅野文の『薔薇王の葬列』など数え上げるのが難しいほど

の数となっている。マンガの中でも『黒執事』と『絶園のテンペスト』はアニメ化をされており、これまでシェイクスピアを目にすることがな

かった世代や人々にも影響を広げている。発信するジャンルが変化したことにより、21 世紀日本の「シェイクスピア」受容がより幅広い層に

実際に届くのか、マンガ化アニメ化の影響が年代あるいは期間限定のものであるのかを論じていきたい。

９ 月 例 会 発 表 要 旨
林房雄におけるバイロニズムとアジア主義

都留文科大学　菊池有希

「前世紀、勃興期の英吉利とバイロンの熱情とは別個のものではない同じ力の現れである、現代、地方国家より世界国家へ転身しつゝある日本

の、運命は、正しくバイロン的なるものと結びつかざるを得ない。」これは、1936（昭和 11）年 5 月 28 日の『読売新聞』朝刊に載った本荘可宗「バ

イロニズムと現代 “ バイロン全集 ” を読んで」という記事の一節である。この記事自体は、岡本成蹊他訳『バイロン全集』全 5 巻（昭和 11 年）

の刊行を受けての一文であるわけだが、ここで注目すべきは、「勃興期の英吉利」を支えた自由貿易帝国主義の思想と、自由を重んじる「バイ

ロンの熱情」とが軌を一にしていると捉えられていること、さらにその「バイロン的なるもの」が「世界国家へと転身しつゝある」当時の日本

の帝国主義的傾向と響き合うものとして称揚されていることである。ここには、リベラリズムとナショナリズムとインペリアリズムとを結ぶも

のとして「バイロニズム」を捉え、そこに「バイロニズム」の現代的意義を見出そうとする記事の書き手の意識を看取することができる。

　このようなバイロニズム理解・評価は、大東亜戦争に向って混迷してゆく当時の時代状況・時代精神の一面を反映したものと見ることができ

るわけだが、昭和前期の主なバイロン受容者たちのバイロニズム理解・評価も、やはりリベラリズム、ナショナリズム、インペリアリズムと

の関係性において形作られているところがあった。本発表では、前著『近代日本におけるバイロン熱』（2015年）においては十分に扱えなか

った、『英雄天才史伝 バイロン』（昭和10年）の著者の鶴見祐輔と、『壮年』第一部（昭和12年）以降の林房雄とを特に取り上げ、彼らがリ

ベラリズム・ナショナリズム・インペリアリズムとバイロニズムとの関係性をどのように意識し、表現していたのかを明らかにしていきたい。

そして昭和前期におけるバイロニズムについて新たな視点からの再解釈を試みたい。

翁久允と竹久夢二の旅と
豪華客船ディナーメニューに見る昭和初期のガストロノミー

公益財団法人翁久允財団　須田満

　北米西海岸で移民地文芸を提唱した翁久允 (1888-1973) は、帰国後 1924 年に朝日新聞社に入社し、『アサヒグラフ』や『週刊朝日』の編集

に携わり、数多くの文壇人と交流する。在米時代から竹久夢二 (1884-1934) の絵に親しんでいた久允は、夢二との親交を深めて、雑誌の取材

旅行にたびたび夢二を同行させた。そして久允が朝日新聞社退社後の 1931 年 5 月、二人はともにアメリカへと旅立つ。アメリカ各地で夢二展

を開催後に、ヨーロッパに渡り、夢二はフランスに滞在し、久允はインドを目指すという世界旅行の計画だった。しかし、横浜出発後三カ月で

二人は袂を分かち、久允にとっても夢二にとっても、人生の岐路に立つ旅となった。

　夢二は在米邦人を頼って転々とした後、1932年に渡欧、1933年に帰国するが健康を害し、翌年に生涯を閉じた。久允は1932年に帰国し、

同年末からインドを旅行し、インドの思想や仏教に対する関心を深め、1936年富山市で郷土研究誌「高志人」を創刊し、逝去するまで38年間

刊行した。

　本発表では、高志の国文学館の協力を得て目録化を進めている久允や家族の手元に残された未公開を含む資料の中から、朝日新聞社の元上司

鎌田敬四郎の久允宛書簡等を引用し、久允の朝日新聞社退社前後の精神的葛藤や夢二との旅行を決意するに至った経緯や平穏だった船旅の様子

を、ジャンルを異にする二人の芸術家の交流から決裂に至る過程をたどり、久允と夢二が何故袂を分かつことになったのか、その理由の解明を

目指す。

　また、渡米時に乗船した日本郵船の豪華客船「秩父丸」と「龍田丸」の一等船客向け英文ディナーメニューに久允が家族宛にペン書きで綴っ

た８通の書簡等により船内の食事の様子や感想が窺える。久允と夢二が乗船した昭和初期は、日本のフランス料理界発展に貢献したスイス人・

サリー・ヴァイル (1897-1976) が横浜に新設されたホテル・ニューグランドに総料理長として 1927 年に来日し、顧客の多数がアメリカ人であ

ることから 1930 年に５カ月間米国視察した後に、同ホテル内にグリルを設置した時期でもある。横浜港からハワイまでの全航路のエスコフィ

エ風のフランス料理メニューを評釈することで、久允と夢二が渡米したこの時代に、食文化史的な視野からも光を当ててみたい。

トニ・モリスン『青い眼がほしい』におけるシェイクスピア『ハムレット』表象の変遷
——オフィーリアとピコーラの関係を中心に——

日本大学（元教授）　福島昇

　本発表では、オフィーリアとピコーラをイノセンスの視点から比較・検討し、『青い眼がほしい』が『ハムレッ
ト』の主題の一つであるイノセンスをいかに表象しているのかを考察する。
　モリスンは『青い眼がほしい』の中で、「ソープヘッドはオフィーリアにたいするハムレットの毒舌を選んで
記憶したが、……」と、オフィーリアとハムレットに言及している。クリス・ロアークは『ハムレット』の犠牲
者オフィーリアと『青い眼がほしい』の犠牲者ピコーラには重要な類似点があると主張する。ロアークはイノセ
ンスの視点からオフィーリアとピコーラの類似性と違いを指摘し、『青い眼がほしい』は人種問題が絡み、『ハム
レット』よりも一層複雑でダイナミックな世界を構築していると言う。モリスンはアメリカ文学が誇る無垢の主
題を描くために、『青い眼がほしい』の好対照として西洋悲劇の『ハムレット』を選んだ。ハムレットは「デンマー
クは牢獄だ」と言い、クローディアは「ここの土はある種の花には合わないのだ」と言う。『ハムレット』には、「い
まの世の中は関節がはずれている」という悲劇的状況が背景にあり、『青い眼がほしい』には、「アメリカン・ア
フリカニズム」（白人が黒人を邪悪とみなす誤解、白人が勝手に作り上げた黒人像）が背後にある。このように、『青
い眼がほしい』は人種・民族、文化、美と醜といった問題を織り交ぜ、自然主義の姿勢と写実的な作風が際立つ
小説であり、シェイクスピアの『ハムレット』と相互につながりあっている。時代背景は異なるが、オフィーリ
アとピコーラとの間には深い影響関係がある。モリスンはオフィーリアのイノセンスを『青い眼がほしい』の中
で、アメリカ的に変容させるのである。

『悪の花』におけるアルス・コンビナトリア
立教大学（非常勤）　小倉康寛

　複数の草稿を時間軸で並べ、作品が決定稿という到達点へと向かうプロセスを描く生成研究は、比較文学で基
盤となる手法の一つであるだろう。これは精神分析と異なる視角で、エクリチュールの語り手としての作家が生
まれる過程をも透視する。しかしこの時、一つの作品に対して、一つの主体を対応させることが研究の前提となっ
ているように思われる。草稿それぞれが、別々の主体を模索している作品が存在する可能性はないのだろうか。
本発表ではシャルル・ボードレール（Charles Baudelaire, 1821-1867）の『悪の花』（Les Fleurs du mal , 初版：
1857, 第 2 版：1861）について、拙著『ボードレールの自己演出』（2019）を起点に、この問題を考える。
　本発表が「作品」と呼ぶものは、詩篇ではなく、詩集という詩篇の集合体である。福永武彦が示唆し、のちに M. 
リヒターが大冊で具体的に読み解いてみせたように、『悪の花』第 2 版は語り手「私」に関する物語として読む
ことができる。だがボードレールはその発表までに、多数の異なる詩群を発表した。詩群はそれぞれが、語り手「私」
に関する別の物語を提示するものであった。つまり『第２版』は完成形として、全体をまとめるものではない。プレ・
オリジナルとされる詩群はそれぞれが別の企図で作られている。
　ヴァリエーションは、同じ材料（＝詩篇）の組み合わせを変えることで生み出されている。順列組み合わせを
利用したこの手法の原点には、ライムゥンドス・ルルスに端を発し、エドガー・アラン・ポーにまでみられる「ア
ルス・コンビナトリア」があるだろう。だがボードレールは独特である。彼は自分の経験を詩として記録し、詩
の順番を入れ替え、自らの人生に「ありえたかもしれない」主体を模索したと読める。これは不遇続きだった自
分への慰めであるばかりではなく、自らを理想に向かって作り替え、「作品」として高めていこうとする新プラ
トン主義の思想へと連なる営為だったのではないか。
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今後の例会運営に関するお知らせ
① 例会開催の概要は、これまでニューズレターで年 2 回、3 月と 9 月にお知らせしてき
ました。今後は、同様の頻度で、ホームページに情報を掲載する予定です。3 月 15 日に
は 4 月からの次年度上半期（4 月～ 9 月）、9 月 15 日には年度下半期（11 月～ 3 月）の
例会情報（日時、発表者名および題目、要旨）を掲載します。
② 2021 年度のオンラインによる例会開催については、当面、以下のように連絡する予定
です。
　該当月の例会開催日の 1 週間前に、支部会員向け一斉メールで、開催内容（ホームペー
ジ掲載と同様）とともに、当日 Zoom に入室するための URL を送付します。その際、ホー
ムページにも、会員に入室用 URL を送付した旨を掲載しますので、メール不着の場合は
事務局にご連絡ください。
③ 例会開催時は、従来配付していた発表者の資料は、画面共有で見ることを基本とします。
発表を希望される方は、パワーポイントやワードなどで、当日の資料を作成することをご
了解ください。なお、資料は、発表原稿そのものではないものとします。また、発表者は、
音声のみの参加ではなく、カメラ使用を基本とします。
④ Zoom への入室は、メールで送付された入室用 URL をクリックすれば可能です。当日
の参加に際しては、発表中はカメラ・音声をオフにしていただきます。

第 59 回東京支部大会研究発表者募集
　2021 年 10 月 16 日（土）予定、第 59 回東京支部大会がオンラインで開催されま
す。研究発表を希望される方は、氏名、住所・連絡先（電子メールアドレス）、所属、発
表題目、400 ～ 600 字程度の発表要旨をメール添付で、6 月 5 日（土）必着で事務局

（hikakubungakutokyo@gmail.com）までお送りください。発表時間は 25 分、質疑応答
が 10 分です。発表希望の方は、オンラインであることをご理解のうえ、お申し込みくだ
さい。なお、申し込み受付の返信をお送りしますので、ご確認ください。
具体的な発表の形態等については、今後、東京支部ホームページに掲載します。
＊支部大会開催日が確定しましたら、東京支部ホームページにてお知らせいたします。ま
た、開催日に変更があった場合にも、東京支部ホームページにてお知らせいたします。

東 京 支 部 短 信
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電子版『日本比較文学会東京支部研究報告』への投稿について
　電子版『日本比較文学会東京支部研究報告』は、原則として毎年一回、11 月末日に発
行されます。研究論文投稿資格を有する者は、本学会員で、前年および前々年に開催され
た東京支部例会または東京支部大会において研究発表や講演を行った者とします。投稿論
文の提出期間は 8 月 16 日から 8 月 31 日まで送付先は下記の通りです。 
　日本比較文学会東京支部編集委員会委員長 椎名正博 pegasus@w2.dion.ne.jp 
　詳しい投稿規定および執筆要領、投稿用のテンプレートは東京支部ホームページに掲載
されていますので、どうぞご覧ください。ご質問がある方は支部事務局に電子メールでお
問い合わせください。 

東京支部事務局より「お知らせ」の配信について
　東京支部では支部会員のみなさまにメールマガジンの「お知らせ」をお届けしています。
原則として毎月 1 日発行で、例会や支部大会などの情報を掲載しています。これまでお
手元に届いていない方は、日本比較文学会東京支部の支部会員のページの「お知らせ」の
ウェブサイト（https://www.hikakutokyo.com/mm）のフォームにご記入のうえ「配信
希望」をクリックして下さい。メールアドレス変更の場合も、お手数ですが、新アドレス
で再登録をお願いします。

東 京 支 部 短 信

月例会発表者募集
　支部月例会の発表者を募集しています。申し込みは支部事務局　(hikakubungakutokyo 
@gmail.com）に氏名、所属、題目、連絡先（メールアドレス、電話）を明記 したうえで、
600 ～ 800 字の要旨を添えて電子メールで送信、または郵送でお願いいたします。支部
役員に託されても結構です。発表時間は 45 分（質疑応答を除く）です。
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発行人：佐藤宗子
編集委員会（編集担当）
　　委員長：椎名正博
　　委員：鈴木美穂 高柳聡子 永井久美子 堀江秀史 安元隆子
事務局
　　事務局長：堀啓子
　　事務局委員：川野礼音 小泉泉 土田久美子 南平かおり
　　　　　　　　芳賀理彦 畑中健二 蒔田裕美 森本真一

事務局住所
〒259-1292

神奈川県平塚市北金目4-1-1
東海大学　文化社会学部　文芸創作学科

堀啓子研究室
TEL: 0463-58-1211（内線3275）

E-mail: hikakubungakutokyo@gmail.com

日本比較文学会東京支部ニューズレター129号
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